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こ
れ
ま
で
の
開
発
指
導

　
高
度
成
長
期
…
昭
和
3
7
年
に
１
５
０
万

人
を
超
え
た
横
浜
市
の
人
口
は
、
そ
の
６

年
後
の
昭
和
４
３
年
に
は
２
０
０
万
人
を
突

破
す
る
な
ど
爆
発
的
に
増
加
し
、
東
京
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
様
相
を
呈
し
た
。
私
鉄

沿
線
を
中
心
に
宅
地
開
発
が
次
々
に
行
わ

れ
、
公
共
施
設
整
備
が
間
に
合
わ
な
い
ま

ま
、
市
街
地
が
無
秩
序
に
郊
外
部
に
拡
大

す
る
「
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
」
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
横
浜
市
で

は
、
開
発
事
業
に
関
す
る
独
自
の
基
準
や

制
度
を
定
め
、
開
発
事
業
者
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
ス
プ
ロ
ー
ル
化
を
抑
制
し
、
良

好
な
市
街
地
環
境
が
維
持
・
形
成
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
き
た
。

　
(
1
)
宅
地
開
発
要
綱

　
爆
発
的
な
人
口
増
加
と
無
秩
序
な
開
発

に
歯
止
め
を
か
け
、
都
市
施
設
の
整
備
さ

れ
た
均
衡
あ
る
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た

め
、
一
定
規
模
以
上
の
開
発
行
為
の
す
べ

て
に
対
し
て
土
地
利
用
の
規
制
と
誘
導
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
4
3
年
８
月

に
制
定
し
た
の
が
「
横
浜
市
宅
地
開
発
要

綱
」
で
あ
る
。
「
開
発
事
業
は
、
原
則
と

し
て
既
存
の
都
市
施
設
の
能
力
の
範
囲
内

で
行
う
」
こ
と
を
基
本
方
針
に
掲
げ
、
開

発
に
伴
っ
て
必
要
と
な
る
道
路
・
下
水

道
・
公
園
等
の
公
共
施
設
の
整
備
や
学

校
・
保
育
所
な
ど
の
公
益
施
設
建
設
の
た

め
の
用
地
確
保
を
、
原
因
者
で
あ
る
開
発

事
業
者
の
負
担
で
行
う
こ
と
を
求
め
た
。

　
(
2
)
開
発
行
為
等
の
事
前
手
続
き
要
綱

　
宅
地
開
発
要
綱
を
制
定
し
た
昭
和
4
3
年

に
、
都
市
づ
く
り
の
総
合
的
か
つ
効
率
的

な
推
進
を
目
指
し
、
関
係
局
に
よ
る
庁
内

調
整
組
織
を
設
置
し
て
土
地
利
用
の
総
合

調
整
や
開
発
事
業
の
事
前
審
査
を
進
め
て

き
た
が
、
こ
の
手
続
き
を
定
め
た
の
が
、

「
開
発
行
為
等
の
事
前
手
続
き
要
綱
」
（
平

成
1
0
年
４
月
制
定
）
で
あ
る
。

　
こ
の
要
綱
で
は
、
「
市
街
化
区
域
内
に

お
け
る
1
0
㌶
以
上
の
開
発
行
為
」
「
市
街

化
調
整
区
域
内
に
お
け
る
3
0
0
0
㎡
以

上
の
開
発
行
為
」
「
計
画
人
口
2
0
0
0

人
以
上
又
は
計
画
戸
数
５
０
０
戸
以
上
の

建
築
行
為
」
等
に
っ
い
て
、
基
本
計
画
の

段
階
で
、
立
地
・
計
画
内
容
等
に
っ
い
て

市
の
関
連
局
と
調
整
を
行
う
こ
と
や
、

1
0
0
0
㎡
以
上
の
開
発
行
為
に
っ
い
て

は
、
開
発
許
可
申
請
前
に
市
の
関
連
局
に

よ
る
技
術
審
査
を
受
け
る
こ
と
を
求
め
る

と
共
に
、
表
示
板
の
設
置
や
周
辺
住
民
へ

の
説
明
に
よ
り
計
画
内
容
の
事
前
公
開
を

行
う
こ
と
を
求
め
た
。

　
(
3
)
開
発
許
可
基
準

　
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可
制
度

は
、
無
秩
序
な
市
街
化
を
防
止
し
、
計
画

的
で
良
好
な
市
街
地
整
備
や
良
質
な
宅
地

水
準
の
確
保
を
目
的
と
す
る
制
度
で
あ

る
。
許
可
に
関
す
る
技
術
基
準
は
、
都
市

計
画
法
第
3
3
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

横
浜
市
で
は
、
法
令
で
定
め
る
基
準
に
加

え
、
そ
の
運
用
の
範
囲
内
で
、
道
路
・
公

園
な
ど
に
関
す
る
独
自
の
許
可
基
準
及
び

指
導
基
準
を
定
め
て
、
よ
り
良
い
開
発
計

画
と
な
る
よ
う
開
発
事
業
者
と
の
調
整
を

行
っ
て
き
た
。

　
都
市
計
画
法
、
土
地
区
画
整
理
法
、
宅

地
造
成
等
規
制
法
、
建
築
基
準
法
等
の
開

発
関
係
法
令
の
運
用
と
並
ん
で
、
宅
地
開

発
要
綱
、
事
前
手
続
き
要
綱
な
ど
、
様
々

な
要
綱
や
仕
組
み
を
駆
使
し
て
行
わ
れ
て

き
た
開
発
指
導
行
政
に
よ
り
、
郊
外
部
を

中
心
と
し
た
良
好
な
住
宅
市
街
地
の
形
成

及
び
社
会
資
本
の
整
備
が
、
開
発
事
業
と

連
動
す
る
形
で
進
み
、
い
ま
や
横
浜
市
の

人
口
は
３
５
０
万
人
を
超
え
る
に
至
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
要
綱
に
よ
る

「
任
意
の
行
政
指
導
」
は
、
法
的
な
拘
束
力

や
強
制
力
が
な
く
、
事
業
者
の
自
発
的
な

協
力
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
、
時
に
そ

の
限
界
が
顕
在
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
次

に
述
べ
る
よ
う
な
環
境
の
変
化
も
あ
っ
て
、

制
度
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

　
開
発
事
業
を
取
り
巻
く

　
環
境
の
変
化

　
宅
地
開
発
要
綱
制
定
後
3
0
年
が
経
過

し
、
本
市
を
と
り
ま
く
都
市
生
活
や
都
市

活
動
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
環
境
も
様
々
に

変
わ
っ
て
き
た
。

　
(
1
)
法
制
度
の
改
正

　
平
成
1
2
年
４
月
の
地
方
分
権
一
括
法
の

施
行
に
よ
っ
て
、
従
来
機
関
委
任
事
務
と

さ
れ
て
い
た
開
発
許
可
事
務
が
自
治
事
務

と
な
る
と
と
も
に
、
５
月
に
は
都
市
計
画

法
が
改
正
さ
れ
、
各
自
治
体
が
「
自
然
的

条
件
の
特
殊
性
又
は
公
共
施
設
の
整
備
、

建
築
物
の
建
築
そ
の
他
の
土
地
利
用
を
勘

案
し
、
条
例
で
政
令
に
お
い
て
定
め
ら
れ

た
技
術
細
目
を
強
化
し
、
緩
和
す
る
こ
と
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が
で
き
る
」
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
ま
で
法
令
に
基
づ
き
、
そ
の
範
囲
内

の
運
用
で
開
発
行
為
の
適
正
誘
導
を
進

め
、
法
令
で
誘
導
で
き
な
い
部
分
は
要
綱

に
よ
る
行
政
指
導
を
行
っ
て
き
た
が
、
条

例
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
要
綱
行
政
か

ら
脱
却
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟

な
ま
ち
づ
く
り
を
、
よ
り
積
極
的
に
展
開

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
(
2
)
開
発
様
態
の
変
化

　
宅
地
開
発
要
綱
は
、
新
市
街
地
開
発
な

ど
比
較
的
大
規
模
な
開
発
事
業
を
主
な
対

象
と
し
て
き
た
が
、
開
発
適
地
の
減
少
や

先
行
き
不
透
明
な
経
済
状
況
の
中
で
、
小

規
模
な
開
発
行
為
が
増
加
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
小
規
模
開
発
の
場
合
、
十

分
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
、
公
共

施
設
が
不
十
分
で
統
一
性
に
欠
け
た
市
街

地
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

既
成
市
街
地
の
工
場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
社

宅
等
か
ら
集
合
住
宅
へ
の
土
地
利
用
転
換

が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
土

地
の
区
画
形
質
の
変
更
（
公
共
施
設
の
新

設
改
廃
、
一
定
規
模
以
上
の
切
土
・
盛
土
、

宅
地
以
外
の
土
地
の
宅
地
へ
の
変
更
な

ど
）
が
伴
わ
な
い
も
の
は
、
都
市
計
画
法

の
「
開
発
行
為
」
に
該
当
せ
ず
、
周
辺
の

既
存
公
共
施
設
等
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
発
指
導
を
行
え
な

い
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
き
た
。

　
(
3
)
市
民
意
識
の
向
上
、
身
近
な
環
境
へ
の

　
関
心
の
高
ま
り

　
地
域
の
生
活
環
境
に
対
す
る
市
民
意
識

の
高
ま
り
が
、
近
隣
の
開
発
事
業
に
対
す

る
関
心
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
開
発
行
為
や
建
築
行
為
が
、
周
辺

住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
こ
と

も
多
く
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

従
来
の
制
度
で
は
、
開
発
に
係
わ
る
紛
争

の
調
停
等
の
意
見
調
整
や
地
域
の
将
来
像

の
形
成
に
向
け
た
開
発
事
業
の
誘
導
な

ど
、
開
発
手
続
き
段
階
に
お
け
る
計
画
周

知
等
の
仕
組
み
は
必
ず
し
も
十
分
整
備
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き

た
。
同
時
に
、
法
的
な
拘
束
力
や
強
制
力

が
な
い
「
任
意
の
行
政
指
導
」
も
時
間
の

経
過
と
と
も
に
運
用
に
ば
ら
つ
き
が
発
生

し
、
市
民
や
開
発
事
業
者
に
と
っ
て
不
透

明
な
運
用
と
な
る
例
も
現
れ
て
き
た
。

　
(
4
)
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
環
境
の

　
整
備

　
公
共
施
設
や
公
益
施
設
が
一
定
水
準
確

保
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
市
民
の
関
心
も
、

緑
地
な
ど
身
近
な
自
然
環
境
、
よ
り
質
の

高
い
生
活
環
境
の
形
成
へ
と
向
か
う
傾
向

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
し
て
も
、
行
政
に
要
望
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
も
様
々

な
活
動
を
行
う
な
ど
、
よ
り
主
体
的
・
積

極
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

　
市
町
村
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
（
い
わ
ゆ
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
）
の
制
度
化
な
ど
地
域
レ
ベ
ル
で

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
環
境
は
整

い
っ
っ
あ
り
、
自
治
体
は
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
地
域
住
民
と
協

働
し
て
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た

っ
て
議
論
し
た
内
容
を
、
具
体
的
な
開
発

指
導
に
反
映
す
る
こ
と
を
望
む
市
民
の
声

も
高
ま
っ
て
お
り
、
従
来
の
仕
組
み
の
見

直
し
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

　
急
速
な
都
市
化
の
時
代
か
ら
安
定
・
成

熟
し
た
「
成
熟
型
社
会
」
の
時
代
を
迎
え
、

地
域
特
性
に
応
じ
た
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
も
、
宅
地
開
発
要

綱
等
の
制
度
を
全
般
的
に
見
直
し
、
よ
り

良
い
制
度
に
作
り
変
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
き
た
。

　
新
た
な
調
整
制
度
の
検
討

　
平
成
1
3
年
８
月
、
既
存
の
諸
制
度
を
見

直
し
、
新
た
な
土
地
利
用
の
調
整
に
関
す

る
制
度
の
策
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
学
識
経
験
者
で
構
成
す

る
「
土
地
利
用
の
調
整
に
関
す
る
制
度
に

っ
い
て
の
研
究
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
研
究

会
の
委
員
に
は
、
都
市
計
画
及
び
行
政
法
の

専
門
家
４
名
に
就
任
を
依
頼
し
（
表
１
）
、

総
合
的
な
土
地
利
用
調
整
を
担
当
す
る
企

画
局
企
画
課
（
の
ち
都
市
経
営
局
政
策

課
）
、
開
発
事
前
調
整
及
び
宅
地
開
発
要

綱
の
実
務
を
担
当
す
る
都
市
計
画
局
土
地

利
用
審
査
課
、
開
発
許
可
制
度
の
企
画
・

調
整
を
担
当
す
る
建
築
局
宅
地
企
画
課
の

３
課
が
事
務
局
を
務
め
た
。

　
研
究
会
で
は
、
土
地
利
用
調
整
に
係
る

現
状
と
課
題
の
分
析
か
ら
始
ま
り
、
他
都

市
の
事
例
、
住
民
と
行
政
の
新
た
な
関
係
、

法
解
釈
に
い
た
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
平
成
1
5
年
８
月
の

第
８
回
研
究
会
四
の
ち
、
そ
の
結
果
が
報

告
書
と
し
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
報
告
書
で
は
、
土
地
利
用
調
整
の
対
象

を
、
都
市
計
画
法
で
規
定
す
る
「
開
発
行

為
」
に
と
ど
め
ず
、
一
定
規
模
以
上
の
建

築
行
為
等
も
含
め
た
も
の
に
す
べ
き
と
い

う
提
言
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
調
整
制
度

が
備
え
る
べ
き
内
容
と
し
て
の
、
「
開
発

事
業
に
伴
っ
て
整
備
す
る
公
共
施
設
等
の

基
準
」
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
等
へ
の

配
慮
」
「
地
域
住
民
と
の
調
整
方
法
」
な

ど
に
っ
い
て
、
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

　
横
浜
市
で
は
、
研
究
会
報
告
書
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、
条

例
化
に
向
け
た
具
体
的
検
討
・
調
整
を
進

め
た
。
平
成
1
5
年
1
0
月
の
都
市
経
営
執
行

会
議
（
重
要
な
施
策
事
業
に
っ
い
て
議
論

し
、
判
断
す
る
た
め
の
副
市
長
、
関
係
局

長
に
よ
る
会
議
）
に
お
い
て
、
並
行
し
て

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
関
す
る
３
つ
の
条
例
（
本
号
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
「
開
発
事
業
調
整
条
例
」
「
地

下
室
マ
ン
シ
ョ
ン
条
例
」
「
（
仮
称
）
地
域

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
）
の
制
定
に
っ

い
て
の
議
論
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
中
で
、

開
発
事
業
調
整
条
例
及
び
地
下
室
マ
ン
シ

ョ
ン
条
例
に
っ
い
て
は
、
「
開
発
事
業
を

適
正
に
誘
導
す
る
仕
組
み
を
確
立
す
る
た

め
の
制
度
」
と
位
置
づ
け
、
開
発
事
業
者

が
開
発
計
画
を
立
案
す
る
に
あ
た
り
遵

守
・
配
慮
し
て
も
ら
う
必
要
の
あ
る
基
準

を
明
確
に
示
す
と
と
も
に
、
事
業
者
・
地

域
住
民
・
市
に
よ
る
協
議
・
調
整
の
仕
組

み
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
一
方
、
開
発

事
業
者
が
配
慮
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
プ

ラ
ン
を
住
民
が
提
案
し
、
決
定
で
き
る
仕

組
み
を
「
（
仮
称
）
地
域
ま
ち
づ
く
り
推

進
条
例
」
に
委
ね
る
こ
と
と
し
、
こ
の
３

つ
の
条
例
を
順
次
整
備
し
て
い
く
こ
と
を

決
定
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
都
市
計
画
局
で
は

「
開
発
事
業
の
調
整
等
に
関
す
る
条
例
素

案
」
を
公
表
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
の
手
続
を
1
1
月
４
日
か
ら

　
1
2
月
３
日
に
か
け
て
行
っ
た
。
寄
せ
ら
れ

た
意
見
等
も
参
考
に
条
例
案
が
作
成
さ

れ
、
平
成
1
6
年
第
１
回
市
会
定
例
会
に
上

程
さ
れ
た
。

　
開
発
事
業
調
整
条
例
の
構
成

　
　
「
横
浜
市
開
発
事
業
等
の
調
整
に
関
す

る
条
例
」
は
、
平
成
1
6
年
２
月
2
5
日
の
市

会
で
可
決
さ
れ
た
。
施
行
は
、
一
定
の
周

知
期
間
を
設
け
、
９
月
１
日
（
地
下
室
マ

ン
シ
ョ
ン
条
例
と
連
動
す
る
規
定
に
っ
い

て
は
、
同
条
例
施
行
日
と
同
じ
６
月
１
日

施
行
）
と
し
た
。

　
条
例
は
５
章
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
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１
章
で
は
、
目
的
や
適
用
対
象
、
開
発
事

業
者
・
市
民
・
行
政
の
責
務
な
ど
、
第
２

章
で
は
、
開
発
事
業
計
画
の
事
前
周
知
や

地
域
住
民
の
意
見
の
聴
取
、
市
と
の
協
議

や
同
意
な
ど
の
手
続
き
、
同
意
基
準
な
ど
、

第
３
章
で
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
技

術
基
準
、
第
４
章
で
は
、
手
続
き
を
行
わ

な
い
も
の
に
対
す
る
勧
告
や
命
令
、
報
告

の
徴
収
な
ど
の
雑
則
、
そ
し
て
第
５
章
で

は
罰
則
を
定
め
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
技

術
基
準
を
定
め
た
第
３
章
は
、
法
の
委
任

条
例
と
な
る
が
、
そ
の
他
の
部
分
は
、
地

方
自
治
法
に
菓
づ
く
自
主
条
例
と
し
て
定

め
て
い
る
。

　
開
発
事
業
調
整
条
例
の
特
徴

　
　
「
横
浜
市
開
発
事
業
等
の
調
整
に
関
す

る
条
例
」
は
、
開
発
事
業
者
、
住
民
及
び

横
浜
市
が
協
働
し
て
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
主

な
特
徴
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
(
1
)
開
発
行
為
に
該
当
し
な
い
大
規
模
な
土

　
地
利
用
転
換
に
つ
い
て
も
整
備
す
べ
き

　
公
共
施
設
等
の
基
準
を
定
め
た
。

　
開
発
行
為
に
該
当
し
な
い
建
築
行
為

（
工
場
跡
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
な
ど
）

や
都
市
計
画
法
で
許
可
不
要
と
な
っ
て
い

る
開
発
行
為
（
公
共
に
よ
る
開
発
や
福
祉

系
の
開
発
な
ど
）
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
規

模
に
よ
っ
て
は
、
居
住
者
の
急
激
な
増
加

に
よ
る
公
共
施
設
不
足
や
環
境
の
大
き
な

変
化
を
引
き
起
こ
す
等
、
開
発
行
為
と
同

等
以
上
の
影
響
を
地
域
社
会
に
与
え
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
条
例
の
適
用
を
受

け
る
「
開
発
事
業
」
の
定
義
を
、
都
市
計

画
法
で
規
定
す
る
「
開
発
行
為
」
、
宅
地

造
成
等
規
制
法
で
規
定
す
る
「
宅
地
造
成
」

の
他
に
、
「
大
規
模
な
共
同
住
宅
の
建
築

行
為
」
や
「
市
街
化
調
整
区
域
内
の
建
築

行
為
」
も
含
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
表
２
）

　
開
発
許
可
に
伴
う
道
路
や
公
園
等
の
整

備
に
っ
い
て
は
、
横
浜
市
の
特
性
を
考
慮

し
た
整
備
基
準
を
定
め
る
と
と
も
に
、
一

定
規
模
以
上
の
建
築
行
為
に
対
し
て
も
、

敷
地
内
の
緑
化
や
広
場
の
設
置
、
雨
水
流

出
抑
制
施
設
（
調
整
池
）
の
設
置
、
歩
道
の

整
備
な
ど
を
義
務
付
け
る
こ
と
と
し
た
。

　
(
2
)
計
画
の
早
期
の
段
階
か
ら
、
地
域
住
民

　
と
事
業
者
と
の
調
整
方
法
を
定
め
た
。

　
地
域
住
民
と
事
業
者
が
開
発
事
業
に
っ

い
て
話
し
合
い
、
そ
の
開
発
事
業
を
通
じ

て
さ
ら
に
地
域
の
市
街
地
環
境
を
向
上
す

る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
考
え
か
ら
、
条
例
で
は
、
開
発
事
業
計

画
の
地
域
住
民
へ
の
事
前
周
知
等
に
関
す

る
手
続
き
を
定
め
た
。
こ
れ
は
、
従
来

「
開
発
行
為
等
の
事
前
手
続
き
要
綱
」
に

よ
っ
て
行
政
指
導
し
て
い
た
開
発
計
画
の

事
前
公
開
制
度
の
考
え
方
を
一
歩
進
め
た

も
の
で
あ
る
。

　
従
来
は
、
事
前
手
続
き
要
綱
に
基
づ
き
、

1
0
0
0
㎡
以
上
の
開
発
計
画
・
宅
造
計

画
に
関
し
て
、
施
設
立
地
の
適
否
や
公
共

公
益
施
設
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
あ
ら
か

じ
め
市
と
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

事
前
協
議
が
終
了
し
た
後
に
、
現
地
に
標

識
を
立
て
、
計
画
の
概
要
を
地
域
住
民
に

対
し
て
周
知
す
る
手
続
き
と
し
て
い
た
。

開
発
計
画
の
事
前
公
開
に
よ
っ
て
、
地
域

の
住
民
は
計
画
の
存
在
や
そ
の
概
要
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
っ
た
が
、
地

域
住
民
が
当
該
開
発
計
画
に
対
し
て
要
望

や
意
見
を
持
っ
た
と
し
て
も
、
計
画
の
事

前
公
開
の
時
期
が
本
市
と
の
事
前
協
議
の

後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
発
事
業
者
に
と

っ
て
は
そ
の
意
見
や
要
望
を
容
易
に
受
け

入
れ
難
い
段
階
に
な
っ
て
お
り
、
計
画
に

対
す
る
不
満
だ
け
が
残
る
と
い
う
問
題
が

あ
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
開
発
事
業
者
、
住
民
及

び
横
浜
市
が
協
働
し
て
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
を
図
る

た
め
に
、
本
市
と
の
協
議
に
入
る
前
の

「
計
画
の
構
想
段
階
」
で
の
地
域
住
民
へ

の
周
知
や
、
住
民
意
見
の
聴
取
・
計
画
へ

の
反
映
に
関
す
る
手
続
を
定
め
る
と
と
も

に
、
従
来
の
制
度
で
は
明
確
に
し
て
い
な

か
っ
た
説
明
対
象
住
民
の
範
囲
や
、
説
明

方
法
、
説
明
結
果
の
本
市
へ
の
報
告
な
ど

の
手
続
き
を
定
め
た
。

　
(
3
)
一
定
規
模
以
上
の
開
発
事
業
に
対
し
て

　
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
等
へ
の
配
慮
を

　
求
め
た
。

　
開
発
事
業
面
積
が
数
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら

数
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
場
合
、
道
路
や

下
水
道
、
公
園
な
ど
の
当
該
周
辺
の
公
共

施
設
だ
け
で
な
く
、
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
数
や
最
寄
の
鉄
道
駅
の
乗
降
者
数
の
増

加
な
ど
、
そ
の
影
響
も
広
い
範
囲
に
及
ぶ

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
一
定
規

模
以
上
の
開
発
事
業
（
特
定
大
規
模
開
発

事
業
：
表
３
）
に
対
し
て
は
、
通
常
の
開

発
事
業
と
は
別
に
、
本
市
と
の
個
別
具
体

の
協
議
を
義
務
付
け
、
開
発
事
業
が
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
計
画
と
な
る
よ
う
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
地
区
プ
ラ
ン

や
地
区
計
画
な
ど
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
へ
の
整
合
や
、
公
益
的
施
設
用
地
の

確
保
、
提
供
な
ど
に
っ
い
て
の
協
議
を
行

う
こ
と
と
し
た
（
表
４
）
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
地
区
プ
ラ

ン
に
っ
い
て
は
、
平
成
1
5
年
度
末
現
在
で

市
内
で
３
ヶ
所
で
策
定
さ
れ
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
が
、
平
成
1
6
年
度
に
予
定
さ
れ
て

い
る
「
（
仮
称
）
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進

条
例
」
の
策
定
後
は
、
開
発
事
業
計
画
に

対
し
て
具
体
的
に
整
合
を
図
る
べ
き
地
域

ま
ち
づ
く
り
計
画
が
増
加
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
ま
た
、
公
益
的
施
設
用
地
の
提
供
に
関

し
て
は
、
従
来
の
宅
地
開
発
要
綱
に
基
づ

い
て
Ｉ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
開
発
に
っ
い

て
求
め
て
い
た
が
、
今
後
も
高
齢
者
の
福

祉
施
設
等
に
っ
い
て
一
定
の
施
設
用
地
の

需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
用
地
の

確
保
・
提
供
の
基
準
を
見
直
し
た
上
で
、

継
続
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
（
表
５
）
。

　
(
4
)
基
準
を
明
確
に
し
、
積
極
的
な
情
報
提

　
供
を
行
う
こ
と
で
透
明
な
手
続
を
確
保

　
し
た
。

　
条
例
が
適
用
さ
れ
る
開
発
事
業
に
っ
い

て
は
、
地
域
特
性
に
応
じ
必
要
と
な
る
施

設
の
整
備
基
準
を
規
定
し
、
開
発
事
業
者

は
、
開
発
許
可
申
請
等
ま
で
に
、
こ
れ
ら

の
整
備
基
準
に
適
合
し
た
計
画
で
あ
る
こ

と
に
っ
い
て
、
市
長
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
制
度
の
実
効
性

を
担
保
す
る
た
め
、
同
意
を
得
る
前
の
工
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事
着
手
の
制
限
を
設
け
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
整
備
基
準
を
条
例
の
同

意
基
準
と
し
て
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、

開
発
構
想
の
立
案
に
あ
た
り
配
慮
す
べ
き

内
容
を
あ
ら
か
じ
め
提
示
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
行
政
指
導
の
内
容
を
整
理
し
て

ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
条

例
の
手
続
き
の
各
段
階
に
お
け
る
計
画
に

つ
い
て
開
発
事
業
の
台
帳
を
作
成
し
、
一

般
の
閲
覧
に
供
す
る
な
ど
、
プ
ロ
セ
ス
の

情
報
提
供
を
進
め
、
手
続
き
の
透
明
化
を

図
っ
た
（
図
１
）
。

　
こ
れ
か
ら
の
開
発
指
導
行
政

　
3
0
年
以
上
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
き
た
宅

地
開
発
要
綱
等
に
よ
る
開
発
指
導
の
歴
史

が
、
地
方
分
権
の
波
の
後
押
し
も
受
け
た

開
発
事
業
調
整
条
例
の
制
定
に
よ
っ
て
新

た
な
段
階
に
引
き
継
が
れ
、
条
例
は
、
開

発
指
導
を
担
当
し
て
い
る
建
築
局
で
運
用

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
(
1
)
開
発
指
導
と
建
築
指
導
の
相
互
連
携
の

　
強
化

　
大
規
模
な
工
場
跡
地
に
お
い
て
、
開
発

行
為
を
伴
わ
ず
に
共
同
住
宅
が
建
築
さ

れ
、
必
要
な
公
共
施
設
整
備
が
行
わ
れ
な

い
と
い
っ
た
問
題
や
、
地
下
室
マ
ン
シ
ョ

ン
建
築
の
問
題
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
開
発
や
建
築
に
関
し
て
、
従
来
見
ら

れ
な
か
っ
た
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い

る
。
従
来
、
開
発
行
為
や
建
築
行
為
は
、

そ
れ
ぞ
れ
を
定
義
す
る
都
市
計
画
法
と
建

築
基
準
法
の
違
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
た
指
導
行
政
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
開

発
指
導
と
建
築
指
導
は
、
相
互
に
連
携
し
、

都
市
計
画
法
と
建
築
基
準
法
を
橋
渡
し
す

る
総
合
的
な
指
導
体
制
が
必
要
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
開
発
事
業
調

整
条
例
は
、
大
規
模
な
共
同
住
宅
の
建
築

行
為
を
適
用
対
象
に
し
た
こ
と
や
、
別
に

策
定
し
た
地
下
室
マ
ン
シ
ョ
ン
条
例
に
定

め
る
斜
面
地
開
発
行
為
に
係
る
技
術
基
準

を
本
条
例
の
手
続
き
の
中
で
審
査
す
る
こ

と
な
ど
の
点
で
、
双
方
の
法
律
の
間
に
発

生
す
る
穴
を
埋
め
る
役
割
の
一
部
を
担
う

も
の
に
な
る
と
言
え
る
。

　
と
は
言
え
、
時
代
の
変
化
に
伴
い
発
生

す
る
様
々
な
土
地
利
用
に
関
し
て
、
今
回

の
条
例
が
す
べ
て
を
解
決
で
き
る
万
能
薬

で
は
な
く
、
今
後
も
新
た
な
問
題
が
発
生

し
て
い
く
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
開
発
事

業
調
整
の
制
度
は
、
時
代
の
要
請
に
あ
わ

せ
て
柔
軟
に
変
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
機
を
失
せ
ず
に
条
例
の
点
検
、
見
直

し
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
(
2
)
今
後
の
課
題

　
開
発
事
業
調
整
条
例
は
、
宅
地
開
発
要

綱
等
に
よ
り
、
長
年
に
わ
た
り
続
け
ら
れ

て
き
た
従
来
の
開
発
許
可
制
度
の
流
れ
を

大
き
く
変
化
さ
せ
る
制
度
で
あ
り
、
住
民

に
と
っ
て
も
行
政
に
と
っ
て
も
、
ま
た
開

発
事
業
者
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
制
度
と

な
る
。
従
っ
て
、
行
政
職
員
の
一
人
ひ
と

り
が
条
例
の
趣
旨
を
十
分
に
理
解
し
た
う

え
で
、
住
民
や
開
発
事
業
者
へ
の
周
知
を

徹
底
し
、
円
滑
に
制
度
を
運
用
し
て
い
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
特

定
大
規
模
開
発
事
業
に
お
け
る
開
発
協
議

の
進
め
方
や
、
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

指
導
の
方
法
な
ど
と
い
っ
た
条
例
の
運
用

方
法
如
何
に
よ
っ
て
、
十
分
な
効
果
が
発

揮
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
決
定
づ
け
ら
れ
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
開
発
事
業
調
整
条
例
の

制
定
に
あ
わ
せ
、
従
来
は
中
高
層
建
築
物

等
の
建
築
行
為
を
対
象
と
し
て
紛
争
調
整

制
度
を
定
め
て
い
た
「
横
浜
市
中
高
層
建

築
物
等
の
建
築
に
係
る
住
環
境
の
保
全
等

に
関
す
る
条
例
」
（
住
環
境
保
全
条
例
）

を
改
正
し
、
開
発
事
業
調
整
条
例
に
定
め

る
開
発
事
業
に
関
し
て
も
、
あ
っ
せ
ん
・

調
停
等
の
紛
争
調
整
の
対
象
と
し
た
。
今

後
は
、
建
築
行
為
と
開
発
事
業
で
同
じ
よ

う
な
手
続
き
を
も
っ
た
２
つ
の
条
例
を
ど

の
よ
う
に
連
携
さ
せ
て
い
く
か
も
一
つ
の

課
題
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
と

整
合
を
図
る
と
い
う
本
条
例
の
規
定
の
効

果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
地
域
ま
ち
づ
く

条例における手続の流れ（図1）

り
計
画
の
策
定
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。
現
在
検
討
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
「
（
仮
称
）
地
域
ま
ち
づ
く
り

推
進
条
例
」
の
制
定
を
受
け
て
、
多
く
の

地
域
で
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
っ
く
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

66■プロジェクトＹ・良好な都市環境の形成を目指して～開発事業調整条例について～

公益的施設用地の確保(表5)
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